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磁極反転を記述する高次元スピンモデル
High dimensional coupled spin model for polarity reversals
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地球や太陽での磁極反転を記述するモデルとして、マクロスピンモデルが提案されている（Nakamichi et al.
2012, Mori et al. 2013）。このモデルは、まず天体内部の対流構造によって発生した複数の渦構造に電流が
巻き付き、マクロな方向をもつ磁場が生成される。そして、このマクロな磁場構造をマクロスピンと呼ぶこと
とし、それらの相互作用によって磁極の振る舞いを表すというものである。このモデルは、磁極の定常期の存
在や、その持続時間のランダム性、急激で間欠的な反転、パワースペクトル等、実際の地磁気の観測的特徴を
よく再現する。また、太陽に対して適用した場合は、太陽で特徴的な磁極反転の周期性まで再現することがで
きる。 今回、我々は、円周上を動くマクロスピンモデルの次元を上げ、球面上を動くようなモデルとする研究
を行った。その結果、磁極反転の特徴以外にも、先行研究では不可能であった磁極の極付近でのふらつきの観
測データとの比較が可能となり、より多くの種類の観測事実を再現でき得ることが分かった。また、磁極の従
う統計分布に関しては、Lévy分布やLog-Normal分布に従うといった研究結果が報告されている（Carbone et
al., 2006, Ryan & Sarson, 2007）。そこで、我々はこの高次元モデルを用いて統計的な研究を行い、これら
の提案されている分布関数との比較も行った。
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